
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和７年度 １１月号（ＮＯ.346号） 

杉 並 区 立 高 南 中 学 校  

令和 ７年 11 月 28 日発行  

 11 月 １年を振り返る前に考えること 

校長 菱田 千晶 

  11 月に入り、夏の暑さが嘘のように涼しくなり、寒さが増してきました。  

  前号でお伝えしたように、10 月 19 日（日）杉並公会堂での合唱祭を終えてから、生徒一人

ひとりが、そして学級、学年を母体とした集団が、それぞれ成長の時を迎え、次のステップへと

踏み出しました。 

  10 月 23 日（木）に実施した生徒総会。10 月６日（月）の後期委員会 委嘱状伝達式で今

まで３学年中心に活動していた生徒会が、２学年中心として活動する生徒会へと代替わりをしま

した。その代替わりをして初めての生徒総会では、堂々と答弁をする２年生に頼もしさを感じま

した。 

  10 月 24 日（金）からは、進路へ向けた３学年三者面談を実施しました。来年の１月、２月

には受験の本番を迎える３学年にとってはより現実味を帯びた進路面談となりました。  

  11 月１日（土）～３日（月）は、杉並区立中学校連合文化祭を実施しました。  

  久我山会館では、代表生徒による英語学芸発表会、セシオン杉並では、美術 技術・家庭科作

品展及び杉並子どもサイエンス・グランプリへ作品を出展しました。各校の学習への取組内容が

分かり、大変有意義な連合文化祭で、存分に「文化の秋」を満喫することができました。  

  この間、世間では様々なニュースが飛び交いました。高市早苗首相 外交デビュー、インフル

エンザ猛威、クマの被害拡大、デフリンピック開幕。  

  そのような中、11 月３日（月）文化の日の新聞の１面に、『米大リーグのワールドシリーズ第

７戦が 11 月 1 日、カナダのトロントで行われ、ドジャースがブルージェイズを下し、２年連続

９度目の制覇を果たした』と書かれていました。マウンドで空を仰ぐ山本由伸投手の写真は、皆

さんの記憶にも残っているかと思います。張り詰めた緊張感の中で、自分の力を出し切ることが

できる山本投手の精神面の強さを目の当たりにした、迫力のある感動的な試合でした。 

  しかし、その同じ１面に全く異なる内容の記事が掲載されていました。それは、『アマゾン火

災９月急増』です。国連気候変動枠組み条約第 30 回締約国会議（COP30）が 10 日に行われ

たブラジルの熱帯雨林アマゾンで、毎年９月頃の乾期終盤に火災が急増することが、ある衛星デ

ータの分析で判明したそうです。現地では、農地開発のための違法伐採が横行していて、着火し

やすい時期をねらって伐採木を燃やしている可能性があるらしいです。  

  日本からは遠く離れた地となりますが、私のアマゾンのイメージは、ジャングルの中をアマゾ

ン川が悠々と流れ、緑が豊かで、たくさんの珍しい生物が存在しているというものです。その生

態性が失われつつあると思うと、複雑な思いがしました。アマゾンの６割はブラジル北部に広が

っています。しかしアマゾンは、南米９の国・地域にまたがっているのでブラジルだけの問題で

はないかと思いますが、私はこの現状を危惧して「どうにかしてこの熱帯雨林を残す方法はない

のだろうか」と思いました。実際には、私のアマゾン探究学習はこれからとなりますが、環境問

題について考えるきっかけとなりました。 

  皆さんは、今どのようなことに関心をもたれていますか。  

  さて、11 月も終わりを迎えようとしています。11 月 28 日（金）は、２学年校外学習で鎌

倉に出かけてきます。紅葉が美しい頃かと思います。東高円寺から電車を乗り継いで、この日は

１日学習の場所を鎌倉へと移します。実際に現地で歴史や  

文化を感じてほしいと思います。 

  来週からは 12 月。冬の学びは、始まったばかりです。 

  
  
 

 
 

正門から見

える木々の

紅葉  



令和５年度 １１月号（ＮＯ.３２３号）

杉 並 区 立 高 南 中 学 校

令和 ５年 １ １月 ２ ４ 日発行

道徳授業地区公開講座

１年生は、1 時間目は異文化理解についての授業を行いました。自分とは違う文化や習慣の

人と接するときに大切な事について考えました。事前に「自分が当たり前だと思っていたこと

が当たり前ではなかった経験」についてアンケートを取ったものの中から、いくつかのエピソ

ードを共有し、さらに道徳の教材を使って、海外から来た留学生に対する返事のロールプレイ

をすることを通して、異文化理解について考えました。

２時間目は、保護者や地域の方々との対話を行いました。生徒３人と大人１人のグループで、

「好きな学校給食・学校行事」という簡単なお題から、「自分が人と違うと思ったこと」「文化

や習慣の違う人と接するときに大切な事」という、１時間目の授業の内容につながるお題を、

大人と生徒が共有しました。当日は A 組が学級閉鎖になってしまったので、B 組だけでしたが、

Ａ組は１１月２６日、２７日に

地域の方々のご協力のもと、大人

と生徒との対話を行うことができ

ました。

保護者の皆様、地域の皆様、

ご協力いただきましてありがとう

ございました。 

  （1 年生）

３年生は世界を取り巻く様々な国際問題について話し合いました。今の自分たちにできる

ことはないのか、あるとすればそれはどんなことかを考え、国際社会への理解を深めました。

良い悪いでは決められない難しい問題でしたが、題材で取り上げた中学生と立場は違えど、

同じ中学生として真剣に考えている姿が印象的でした。

  後半には来ていただいた保護者の皆様とともに課題に取り組む時間がありました。普段

中々聞けない視点からの意見を多くいただき、生徒もその意見にうなずきながら自分を見つ

め直すことのできた大変貴重な時間でした。ご参加いただいた保護者の皆様、ありがとうご

ざいました。                   （3 学年）

                                 

２年生は、「世界平和」について道徳の授業を行いました。教材名は、「AI 化した戦前・戦

後」で、白黒写真とカラー化した戦時中の家族写真・広島原爆投下時の写真・焼け野原となっ

た広島の写真を比べ、意見や感想を述べ合いました。また、広島被ばく者の方の体験を拝聴す

ることもできました。生徒たちは文章や映像等で被害の大きさや悲惨さを知識として知ってい

ましたが、体験者の方が静かに事実をお話され、「怖さ」というものを実感したようでした。

さらに、「平和のために私たちはどのようなことができるだろう」という発問に、グループで

意見交換を行いました。そのグループワークに、保護者の方、講師                      

の　　　様、　　様にも入っていただき、話し合

いました。はっとするような意見や深く考えた意

見、保護者の方からも体験話がたくさん出て、「平

和」について深く考える日になりました。  

（2 年生）                                                



1１月１日（土）から 3 日（月）まで杉並区立中学校連合文化祭が行われました。

  

英語学芸発表会 久我山会館ホール  

3 年

１年

展示 セシオン杉並 展示室・集会室    

   

・美術科

< 絵文字 >      

１年 

< 空想画 >

2 年 

< 仮面 >

２年 

< 自画像 >

    ３年 

< レポート >

    ３年 

< 浮世絵 >

３年 

< 錫 >

    ３年 

・家庭科  

< 非常持ち出し袋 持ち出しクン >

１年 

< ジュートバッグ >

２年 

< おみせやさんごっこ >

    ３年 

・技術科

< 自由作品 >

1 年 茜

< 電子回路 >

2 年 

・サイエンスグランプリ 

< 未解決問題に挑戦 ～数学的思考で生活に密接した問題を解き明かす～ >       

３年 



日付
曜

日
予定

12/１ 月 生徒朝礼

２ 火
三者面談始（全）～９日 ４時間授業（～９日）
安全指導 性教育（２）

８ 月
三者面談終（全） 駅伝壮行会 駅伝事前検診    
移動プラネタリウム（３）

９ 火 三者面談終（全） 性教育（２）

１０ 水 職員会議 【高南プラン】

１１ 木 【高南カフェ】

１２ 金
校内研修（１－A以外は４時間授業）    
【地教連全大会・高南祭実行委員出席】

１３ 土 【震災救援所訓練】

１４ 日 杉並区中学校対抗駅伝大会

１５ 月 避難訓練

１７ 水 職員会議

１８ 木 がん教育 学校運営協議会 【高南カフェ】

１９ 金
保護者会（１・２年生）４時間授業
都立出願始

２０ 土 【高円寺ゆめ音楽祭・高円寺学園】

２３ 火 国際理解教育（１・２年生）

２４ 水 大掃除 校内研修 

２５ 木 2学期終業式 職員会議

２６ 金 冬季休業日始（～1月７日）

上記の予定は、令和７年１１月２８日（金）現在のものであり、今後、
変更する場合もあります。 【 】は、希望者のみ

本校では一昨年度から全員面談を実施しています。１学期にスクールカウンセラーが作成した

心のアンケートを基に、生徒が話したい先生を選び、休み時間や放課後の時間等を利用して個別

に面談を行っています。目的は生徒の心に寄り添い、生徒理解を図ること、支援が必要な場合は

校内支援に繋げていくことです。そのため指導は行わず、生徒に「相談はいつでもしていいんだ。」

「話せる大人がいてよかった。」といった思いをもたせるように心がけています。

普段あまり話をしない生徒も、進路や友達関係、家庭での悩みなど様々な話をしてくれます。

必要に応じて SC が後日フォロー面談をしたり、校内全体で情報共有して見守りをしたりとい

った対応を行っています。いじめの疑いなどがある場合や外部との連携が必要な場合は緊急に対

応を図ることもあります。

「何かあった時にいつでも相談できる大人がいる」ということは高南中の良さの一つだと考え

ています。生徒が安心できる学校つくりのために今後もこの良さを続けてまいります。

（副校長 持田 肇）

（主任養護教諭 浅川 沙織）

１２月の主な予定

学校運営協議会

11 月８日（土）に行いました。道徳授業地区公開講座に参加して頂き、授業や行事について話し

合いました。次回は、12 月 1８日（木）午後３時 30 分より開催します

参観を希望するすべての方に公開しています。参観希望のある方は、本校副校長までご連絡くださ

い。

令和７年度 教育調査

令和７年度の高南中学校教育

調査（独自調査）を Microsoft

forms を使用して行っておりま

す。学びポケットでＱＲコード、

URL を配信しております。

兄弟、姉妹が在籍している場合

は人数分の回答を、お願いいたし

ます

 調査回答をいただく期間は、

12 月 31 日（水）までとなって

いますので回答にご協力をお願

いいたします。

杉並区からの教育調査も並行

して行っております。こちらは

12 月 10 日（水）が締め切りと

なっております。

お忙しい時期ではありますが、

両方共に回答いただきますよう

ご協力をお願いいたします。

これらの調査結果については、

高南だよりにてお伝えいたしま

す。

全員面談


